
令和２年度 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構事業評価監視委員会 

議事録 

［ 第 ２ 回 委員会 ］ 

１．日時  令和３年３月１１日（木） １０時００分～１２時００分 

２．場所  独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構東京支社会議室 

３．出席者 委員 ： 家田委員長、山内委員、屋井委員、岩倉委員、楓委員、岸委員 

４．議事 

（1）第１回委員会議事録の確認について 

■第１回委員会の議事録は了承された。 

 

（2）整備新幹線事業の事後評価および再評価対象事業に関する事業評価報告書（案）につ

いて 

■第１回委員会意見を踏まえ、北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）事業および北陸新

幹線（金沢・敦賀間）事業に関する事業評価報告書（案）について鉄道・運輸機構より説

明。 

■第１回委員会意見を踏まえた資料の修正について了承されたが、主に以下の追加意見が

出された。 

   ○北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）の事後評価について 

    以下の内容について、記載すべきであるという意見があった。 

・新幹線新駅と在来線との接続や二次交通との連携、IC カード、モバイル環境の整備

は、利用者利便性に大きな影響がある。また、オペレーション上、十分に乗り継ぎ利

便性が発揮されていない課題がある。 

・想定よりも利用客数が少ないため B/C の値が小さいものの、札幌延伸後は本来の

効果が発揮される。 

○北陸新幹線（金沢・敦賀間）の再評価について 



 ・北陸新幹線（金沢・敦賀間）は、事業の継続が妥当と考える。 

 

（3）議事録および委員会提出資料等の公表時期、公表内容について 

■事業評価監視委員会の議事録および委員会提出資料の公表時期、公表内容について了承

を得た。 

 

５．第 2回委員会後の対応 

■第 2 回委員会での追加意見を踏まえた資料の修正を行い、各委員に説明後、了承を得

た。 


